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和
地
域
づ
く
り
の
会

令
和
二
年
度

　「
和
地
域
づ
く
り
の
会
」定
期
総
会

「
書
面
議
決
」で
実
施

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

が
世
界
中
で
蔓
延
し
、
日
本
に
お
い
て

も
日
々
猛
威
を
振
る
う
状
況
を
鑑
み
て

「
和
地
域
づ
く
り
の
会
」
で
も
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
ま
た
委
員
の
皆

様
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
、

定
期
総
会
を
中
止
し
「
書
面
議
決
」
で

実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
書
面
議
決
書
」
を
回
収
し
「
三
役
」

で
精
査
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
、
第

一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
、
第
三
号
議

案
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で

し
た
が
、
新
任
再
任
を
含
め
一
六
名

（
内
女
性
二
名
）
の
役
員
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
退
任
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
は
じ

め
委
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
和
地

域
づ
く
り
の
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
、
予
定
通
り
事
業
が
進
ま

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
出

来
る
こ
と
を
実
施
し
、「
和
地
域
づ
く

り
の
会
が
目
指
す
和
地
区
の
将
来
像
」

に
一
歩
一
歩
近
づ
け
る
よ
う
、
各
事
業

を
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
総
会
を
中

止
し
、
異
例
の
「
書
面
議
決
」
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
令
和
二
・

三
年
度
と
会
長
職
を
も
う
一
期
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
一
人
の
力
で
は
微
力
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
の
役
員
・
委
員
の
皆
様
、
区
長

の
皆
様
方
そ
し
て
関
係
各
位
の
皆
様
の

力
を
お
借
り
し「
和
地
域
づ
く
り
の
会
」

が
目
指
す
和
地
区
の
将
来
像
実
現
に
向

け
て
三
専
門
部
会
が
連
携
し
役
員
・
委

員
の
英
知
を
結
集
し
、
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
と
し
て
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
、

行
動
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
事
業
も
一
部
を
除
い
て
活
動
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
地
域

の
絆
を
更
に
深
め
、
一
日
も
早
く
事
態

が
収
束
し
、
い
つ
も
通
り
の
活
動
が
で

き
る
日
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
所
期
の

目
的
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

会
長　

伊
藤
　
隆
也

　

令
和
二
年
度
の
定
期
総
会
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
が
国
内
外
で
猛
威

を
振
る
い
終
息
の
兆
し
が
見
え
ぬ
中
、
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部
会
長　

竹
内
不
二
夫

　

今
年
度
、
子
育

て
・
教
育
文
化
部

会
の
部
会
長
を
、

前
任
の
田
中
部
会

長
よ
り
引
き
継
ぎ
ま
し
た
竹
内
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
部
会
の
事
業
が
出
来
な
い

状
態
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
和
育
成

会
が
五
月
九
日
に
参
加
を
予
定
し
て
い

た
市
の
「
子
供
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
が
中
止

と
な
り
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
が
見
え
な
い
環
境
の
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
早
く
終
息
す
る
こ

と
を
願
い
、
そ
し
て
各
事
業
が
不
安
な
く

実
施
出
来
る
事
に
期
待
を
も
っ
て
、
今

後
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
部
会
長　

横
山　

榮
二

　

副
部
会
長　

青
山　

寛
子

部
会
長　

有
賀
　
睦
雄

　

今
年
度
か
ら
、二

年
間
地
域
振
興
部

会
の
長
と
し
て
お

世
話
に
な
る
有
賀

睦
雄
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

部
会
の
事
業
は
、
昨
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
が
、
少
し
変
え
た
い
と
思
い
、

景
観
向
上
の
為
に
、
湯
楽
里
ロ
ー
ド
に

赤
の
サ
ル
ビ
ア
、
黄
の
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
、
五
色
の
葉
の
コ
リ
ウ
ス
を
定
植
し
ま

し
た
。
和
記
念
館
の
裏
に
ツ
ツ
ジ
を
植

栽
し
、
美
観
の
保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
大
田
区
民
と
の
交

流
を
行
政
と
共
に
勧
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
発
展
の
為
に
微
力
で
す
が
ま
い

進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
部
会
長　

田
中　

千
裕

　

副
部
会
長　

田
中
三
千
代

部
会
長　

竹
内
　
照
重

　

和
地
域
づ
く
り

の
会
、
生
活
福
祉

部
会
の
竹
内
で
す
。

　

本
年
度
は
過
去

に
な
い
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
と

い
う
病
が
世
界
中
で
は
や
り
、
各
企
業
、

医
療
等
々
に
、
ま
た
各
会
議
、
イ
ベ
ン

ト
等
が
中
止
又
は
延
期
な
ど
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
皆
様
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
出
来

る
こ
と
は
一
歩
一
歩
前
向
き
に
進
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
、
地

域
づ
く
り
の
会
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

副
部
会
長　

中
村　
　

至

　

副
部
会
長　

大
谷
美
知
子

子
育
て
・
教
育
文
化
部
会

地
域
振
興
部
会

生
活
福
祉
部
会

令和 2 年度  和地域づくりの会  役員・顧問・事務局・支援員紹介
役
　
職

氏
　
名

区
　
名

会
　
長
伊
藤　
隆
也
曽　

根

副
会
長
田
中　
節
夫
田　

沢

副
会
長
関　
　
和
仁
東
上
田

会
　
計
庄
村　
　
茂
東　

入

部
会
長
竹
内
不
二
夫
大　

川

部
会
長
有
賀　
睦
雄
栗　

林

部
会
長
竹
内　
照
重
栗　

林

幹
　
事
五
十
嵐　
治
日
向
が
丘

幹
　
事
松
井　
清
和
曽　

根

幹
　
事
田
中　
永
嗣
田　

沢

幹
　
事
中
村　
　
至
東
深
井

幹
　
事
原
澤　
令
子
海
善
寺

幹
　
事
花
岡
小
百
合
寺　

坂

幹
　
事
服
部　
邦
雄
田　

沢

監
　
事
小
林　
峯
雄
海
善
寺
北

監
　
事
中
村　
隆
興
田　

沢

顧
　
問
田
中　
　
透
東
上
田

事
務
局
唐
澤　
宏
文
Ｊ
Ａ
和
店

店

長

支
援
員
斎
藤　
節
夫
日
向
が
丘

各
専
門
部
会
　
部
会
長
　
あ
い
さ
つ
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令和2年度　各専門部会の主な事業予定

■子育て・教育文化部会
事業項目 実施時期 実施内容

魚つかみ取り大会 7月 26日 和小学校せせらぎ水路へ放流したニジマスを子どもたち
がつかみ取りし、その場で焼いて食べる

流しそうめん大会 〃 魚つかみ取り大会と同時開催、流しそうめん設営

キャンプ 7月 旧和学校記念館の広場で和小学校児童を対象にキャンプを
体験

あいさつ運動（3回） 7～ 10月 和小学校玄関前で登校時に児童との挨拶運動

和地区ふれあい文化祭 11月14・15日 生涯学習講座作品展示・ステージ発表、地域分館作品
和小学校児童・和保育園児の作品展示・ふるさと学習

和地区ふれあい講座 通年 生涯学習の事業として、和地区独自の生涯学習講座を実施

書き初め大会 1月 4日 講師を招いて和小学校児童を対象に書道を指導し、終了
後参加者全員につきたての餅をふるまう

■地域振興部会
事業項目 実施時期 実施内容

湯楽里ロードに花壇整備 5月 16日 和地区の景観向上のため、湯楽里ロード花壇に花苗約
1,500 本を定植し、定期的に水やり・除草を実施

旧和学校記念館周辺草刈り（2回） 7・9月 草刈と除草、植木の手入れを実施し、旧和学校の景観を
保つ

旧和学校記念館の環境整備 8～ 10月 展示場内の清掃、展示物の整理、周囲の植木の剪定等

大田区民との交流 未定 新規事業につき本年度は情報収集と基本計画を策定

■生活福祉部会
事業項目 実施時期 実施内容

「あんしん情報キット」の導入推進 5～ 7月 和地区全戸導入を目標に、区民への周知徹底を図る

ウォーキング教室 7月 湯の丸トレイルランニングコースをウォーキング

食と健康に関する勉強会 8月 老後を健康に過ごすための学習、介護予防のための調理
方法と食材選び等を学ぶ

交通安全・特殊詐欺防止に関する
講習会 9月初旬 高齢者に対する特殊詐欺防止をテーマにした講演会

東御市交番所長の交通安全講話

「和地区の健康状況を学ぶ」学習会 2月末 和地区の健康課題を明確にし、健康づくりに役立てる

※新型コロナウィルス感染拡大予防の為、各行事中止・延期もあるかもしれませんが非常事態に
つき、ご理解・ご了承のほどよろしくお願いいたします。



和地域づくりの会　会報令和 2年 6月 16日�発行� 第 7号（4）（4）

地
域
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

　

会
報
第
７
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
の
行
事
予
定

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

和
地
域
づ
く
り
の
会　

広
報
委
員
会

電
話　

６
２

－

０
２
０
１

編
集
後
記

令
和
２
年
度  

新
女
性
役
員
あ
い
さ
つ

子
育
て
・
教
育
文
化
部
会

生
活
福
祉
部
会

原
澤
　
令
子

　

今
年
度
よ
り
、
幹
事
に
な
り
ま
し
た

原
澤
で
す
。

　

私
は
和
友
遊
ク
ラ
ブ
で
月
一
回
、
小

学
生
と
遊
び
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
の
五
月
の
活
動
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
、
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
に
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
多
く
の
行
事
が
中
止

や
延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
来
る

中
で
事
業
が
進
め
て
い
か
れ
ま
す
よ
う

に
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
子
供
達
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花
岡
小
百
合

　

昨
年
の
台
風

一
九
号
に
よ
る
田

中
橋
の
災
害
復
旧

か
ら
間
も
な
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
私
達
の
生
活
、

そ
し
て
命
が
脅
か
さ
れ
る
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
改
め
て
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
安
心
情
報
キ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

和
地
域
に
来
て
ま
だ
一
八
年
あ
ま
り
、

ま
だ
ま
だ
和
地
域
の
知
ら
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
和
地
域
づ
く
り
の
お

手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
安
心
情
報
キ
ッ
ト
）

 

湯
楽
里
館
南
側
の
道
沿
い
に 

　  

千
五
百
本
の
花
苗
を
定
植

　

五
月
九
日
に
地
域
振
興
部
会
・
各
部

会
正
副
部
会
長
で
防
草
シ
ー
ト
と
マ
ル

チ
シ
ー
ト
を
新
し
く
敷
き
、
一
六
日
に
、

地
域
づ
く
り
の
会
委
員
三
八
名
で
メ
ラ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
サ
ル
ビ
ア
・
コ
リ
ウ
ス

各
五
百
本
を
定
植
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
予
防
が
大
前
提
に
あ
り
、
会
議
等

も
で
き
な
い
中
で
の
最
初
の
事
業
で
し

た
が
、
多
く
の
委
員
の
皆
様
に
参
集
い

た
だ
き
、
思
っ
た
よ
り
短
時
間
で
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

湯
楽
里
館
方
面
に
お
越
し
の
際
は
是

非
足
を
止
め
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

体温をチェック


